
震災情報の発信と人材育成
!

2014年2月16日 
特定非営利活動法人メディアージ 

代表 大矢中子

「広域連携による持続的復興支援体制構築事業」
http://www.ustream.tv/
channel/mediage

!

本日のイベントはこちらのURLで 
配信をしております。

NPO法人メディアージとは
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強い感情の力

NPO法人メディアージとは

メディ
ア

エイ
ジ

アー
ジ

今この瞬間に必要な「情報」
を確実に伝えていくという
意味でトリアージ(選択) と
いう語感に乗せて、 
メディアージと名付けまし
た。

発足
• “被災地の今”を発信して他地域を巻き込むことで、長期
的な募金や支援というアクションに結びつけることを目
的としたプロジェクトとして発足。 

!

▼長期的・継続的な被災地の支援と情報発信 
1.現場主義。 
2.現地の生の声を発信して、求められている支援を広く
告知。 
3.被災地と他地域をコンスタントにリンクさせることで
人々の関心の低下を防ぐ。

活動概要

スタジオ 
配信事業

人材育成 
事業

イベント 
配信事業



　　　　スタジオ配信（情報発信）事業

• 仙台の大学生を中心とした復興情報番組を制作 

• 毎週木曜21時から1時間「復興を考えるソーシャル
学生ネットワークIF I AM」を継続配信中（全138
回 2014年2月15日現在） 

• トータル視聴数11万人突破！！

『IF I AM』の名前の由来
•青森　…　AOMORI 
•岩手　…　IWATE 
•宮城　…　MIYAGI 
•福島　…　FUKUSHIMA 
•茨城　…　IBARAKI 
• 被災主要5県の頭文字を並べ替え、震災を他人事ではなく自分事として考える…と
いう意味を込めた

人材育成事業
• 仙台のNPO法人ワカツ
ク、NPO法人ファイブ
ブリッジとの連携により、
仙台市から『仙台いぐす
る』事業を委託。（2013
年8月～）仙台の若者人
材育成と、中小企業のマッ
チングを行う。

人材育成事業

• 石巻の中高生USTメディ
ア「くじらステーション」
のサポート。（2013年5
月～）

イベント配信事業

• 全国各地で行われる復興系のイベント中継を受託 

• 月3回程度の復興関連イベント中継を担当 

• 石巻専修大学「復興ボランティア学」配信

もうすぐ震災から3年目になります

• 「東北はもう復興しましたか？」という問いに応え
ることは難しい 

• 被災地のおかれている状況は個々に多様化の一途を
たどっている

そこでまた重要となるのは、 
継続的な多様な支援であり、 
現地からの多様な情報発信である



石巻、気仙沼、佐賀の交流授業 防災教育
• 石巻や東北地方はこれから防災の先進地域として、
他地域に自分たちの経験を発信して行く役目を担っ
ています。 

• 広域にわたる災害では、すぐに救援は来ません。 

• 発災後から救援が来るまでの数日間どのように生き
延びたのかを知ることは、自分自身備える心構えに
もなります。

遠隔地域交流事業

復興4年目はご縁を結び直す年に！

地元の情報について行政からのお知らせではカバー仕切れない。今、
地元がどんな状況にあるのか、細かなことが知りたい。 
!
西に行くほど避難先に避難者が少なく、市民から理解されにくく、周
りの空気が悪いので、離れたところの人でも相談し合える友人が欲し
い。

広域避難者の方々の声

今も放射能などの不安はたくさんあるが、地元で頑張っている様子を
知ってもらいたい。 
!
広域避難者の情報がなかなか手に入らないので、避難を選択すること
に躊躇がある。今からでも県外へ避難した場合、どういう生活になる
のか知りたい。

福島の方々の声

「広域連携による持続的復興支援体制構築事業」コンソーシアムでは、NPO法人メディアージの主導により、 
現在も福島県内にお住まいの方々と、広域避難者のテレビ会議による交流を実現致します。

離ればなれになった地域のコミュニティーがないことによる 
不安の声が聞かれます

過去の交流事例：2012年12月京都で行われた復興チャリティーライブの中で、福島と中継で結び 
「福島からの声を」京都へ、「京都の声を」福島へ届けました。 
プログラムの最後は福島・京都で「僕たちの夢の夏」を合唱し、最後はお互いに手を振り合って感動的な 
交流となりました。

相馬取材

わたしたちは発信し続けます

ご清聴ありがとうございました。


